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今から600余年を遡る14世紀後半頃に、現在の深谷市大字国

済寺の地に、深谷上杉氏の祖、上杉憲英が、庁鼻和城を築いた

といわれています。以後200年以上もの長き間、深谷上杉氏は、

深谷と周辺地域の支配者として活躍しました。深谷上杉氏は、

今日の深谷の発展の基礎を固めたといえましょう。上杉憲英に

よる庁鼻和城の築城は、深谷の歴史上、画期的かつ極めて重要

な意義をもっているのです。

現在、庁鼻和城跡の中心部には、臨済宗の寺院である国済寺

があります。国済寺は、康応 2年 (1390)、上杉憲英が、俊翁

令山禅師を招いて創建した由緒ある寺院であり、数々の貴重な

文化財が残されています。間もなく創建600周年を迎えること

は、誠に慶賀すべきことであり、その記念事業として、位牌堂

と研修道場を兼ね備えた施設“顧鼻和館”が建設されることに

なりました。建設にあたり、当市の文化財保護審議委貝でいら

っしゃる住職の細見修学氏をはじめ、関係者のみなさまの深い

御理解と熱心な御協力により、事前に発掘調査を実施いたしま

した。ここにその貸重な成果をまとめることかできたのは、誠

にみなさまの御尽力の賜物であり、みなさまの郷土を愛する心

に深い感銘を受けました。衷心より感謝を申し上げるとともに、

国済寺とみなさまの、今後の一層の御発展を祈念申し上げます。

最近は深谷上杉氏に対する一般の関心も高まり、市政施行30

周年を記念して昭和60年より始められた深谷上杉まつりも、盛

大な賑わいをみせております。こうした様千を見るにつけまし

ても、郷土を愛する心あってこそ郷土の歴史を伝える文化財は

保護されるのであり、またそれ故に、文化財は後々まで伝えら

れなければならないと痛切に感じております。文化財保護の任

にあたる者として、また郷土を愛する一人として、改めて身か

引き締まる思いかいたします。市民のみなさまに、文化財保渡

に対するより一層の御協力をお願い申し上げ、序といたします。

昭和62年 3月

深谷市教育委貝会

教育長鳥塚恵和男



例曰

1 . 本書は、臨済宗国済寺の位牌棠兼集会施設建設に伴う、埼玉．県深谷市国済寺521番地所在逍跡

の発掘調査報告書である。遺跡名は庁鼻和城跡である。

2. 発掘調査は、国済寺より深谷市教育委員会が委託を受け、昭和60年度 ・61年度の 2ケ年度事業

として実施した。現地発掘調杏は、昭和61年 1月21日から 2月12日まで行った。

3. 調在経費は、発掘調査原因者である国済寺が負担した。

4. 本書の執筆・編集及び写真撮影は澤出晃越か行った。

5. 挿図中の方位は座標北を示している。遺構の説明における数値は、特に断わらない限り、確認

面においてのものである。

6. 本書の作成にあたり、下記の方々から御教示• 御指導を得た。

浅野晴樹磯崎一、小川望、小俣悟

発掘調査の組織

調査主体者深谷市教育委貝会教育長 鳥塚恵和男

事務局深谷市教育委員会杜会教育課課長飯島光武

課長袖佐河田記久平

文化財保謹係長 河田記久平（昭和60年度、兼務）

工藤友明（昭和61年度）

主任村田正義（昭和60年度）、小林京子

調査担当者 深谷市教育委貝会杜会教育課文化財保護係主事 澤出兄越



第 1図遺跡位罹図 (1/ 40,000) 

第2図 調介区周辺地形図 (1/10,000) 

第3図庁鼻和城跡概略図 (1/5,000) 

第4図調在区全測図 (1/160) 

第5図 第 1-6号土坑実測図 (1/60) 

第6図 第 7~12号土坑実測図 (1 /60) 

第7図 第13-18号土坑実測図 (1/60) 

目 次

序

例言

目次

I 発掘調査に至る経過.............................1 

II 庁鼻和城跡の地理的歴史的環境………… 2

III 発掘調壺の概要....................................7 

N 遺構と出土遺物

1 . 遺構...................................................9 

2 . 出土遺物.............................................20 

v. まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

写真図版

挿 図 目 公‘ん

第8図 第19-24号土坑実測図 (I/60) 

第9図 第25-33号土坑実測図 (1/60) 

第10図 第34・35号土坑実測図 (1/60) 

第11図 調在区西側村穴実測図 (1/120) 

第12図 出土遺物実測図(1)(1 / 3) 

第13図 出上遺物実測図(2)(1 / 4・3・2) 

第14図 土坑の方位と規校



I 発掘調査に至る経過

埼玉県深谷市国済寺521番地にある国済寺は、深谷上杉氏の祖、上杉憲英が、康応 2年 (1390)、

名僧俊翁令山禅師を招いて創建したと伝えられる、深谷市でも有数の由緒ある寺院である。現在、

国済寺は、上杉憲英が構築したと伝えられる庁鼻和城跡の中心にある。

米たる昭和65年は、田済寺の創建600周年にあたる。昭和58年10月、国済寺の役員会により、創建

600周年記念事業の実施力渭t画された。 59年 1月、先祖や歴家への報恩感謝の気持ちを込め、また、

今後の国済寺の発展のために、位牌堂と集会室（研修道場）を兼ねた施設を建設することか計画さ

れ、実行委員会か発足した。 60年 1月、［土I済寺か庁鼻和城跡の中心にあることにちなみ、施設の名

称を‘’靡鼻和館”とし、坦家により建設の推進か水認された。

庁鼻和城跡は、深谷市の歴史において極めて重要な遺跡であり、県選定重要遺跡、市指定史跡に

もなっている。国済寺住職の細見修学氏は、深谷市文化財保謹審議貝であり、庁鼻和城跡の重要1叱

は十二分に熟知しておられた。そこで、 60年11月15日付けの文書により、“麗鼻和飴;"建設予定地

の刑蔵文化財の取り扱いについて、細見氏から市教育委貝会への照会があった。

市教育委貝会は、埋蔵文化財の保設策について検討したか、建物の建設は止むを得ず、事前に発

掘調査を実施して記録保存すべぎであると判断した。庁鼻和城跡か県選定重要逍跡でもあるため、

市教育委貝会はこの判断に晶づぎ、 11月28日付け深教杜発第415号にて協議文褐を県教育委員会に

捉出した。県教育委貝会からは、 12月11日付け教文第843号をもって、事業叶iJ!U卜ぺ汀jを得ず士地

の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調令を実施すること、発枷i調査の糸店呆重要な遺桃

等か発見された場令には、その保存について別途協議することなどの指心を得た。

以上の経過から事前に発オ屈調在を実施することし、細見氏も発掘調任の実施について深い理解を

示された。 11月20日、予備調査として試堀を実施し、土J広等の逍桃か存府することを確認した。この

結果に基づ苔発掘瀾'rtけ圃を第定、市教脊委貝会か瀾介主体となり、昭和61年 1月-2月に現地発

掘溝査を実施し、 62年 3月までに調介報告書をFl」行することとした。なお、現地発枷｝調査にあたり、

[II済か珀家役貝の皆さんの協力か得られることになった。

昭和61年 l月19日、調托）原囚者てある田済寺と;i/,¥j介主体者である市教育委員会のll',jで、 I十恥和城

跡発掘調~行の委託契約か取り交わされ、現地の発枷i は 1 月 21 日 -2 月 22 日の間に実施されることに

なった。
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II 庁鼻和城跡の地理的歴史的環境

庁鼻和城跡は、埼玉県深谷市国済寺521番地はか、高崎線深谷駅の東約1.7kmにある。櫛挽台地寄

居面（御稜威ケ原段丘）の北端部に近く、標高は約39mである。

深谷市の地形を概観すると、市の中央部をはぱ東西に通る高崎線付近を境に、南半を占める櫛挽

台地と北半を占める妻沼低地に二分される。櫛挽台地は、荒川の作用により形成された、寄居付近

を扇頂として北へ広がる扇状地性の洪積台地である。妻沼低地は、利根川の作用により形成された

沖積低地である。

櫛挽台地は乾燥した台地であり、しばしばひどい土埃に悩まされることかある。養蚕か盛んで桑

畑か広かっているか、近年は花や植木などの栽培も盛んになっている。台地の北端部は、駅に近い

こともあり、住宅などか急増している。構造的には、西北側の武蔵野面に比定される櫛挽面（櫛挽

段丘）と、東南側の立川面に比定される寄居面（御稜威ケ原段丘）とで段丘状に形成されている。

櫛挽面は、はぱ高崎線沿いの州線で、比高 5-lOmをもって妻沼低地と接しているか、寄居面は、

高崎線より北へ1.5-1. 8kmはど延びており、比高 2-5mをもって妻沼低地と接している。接線付

近の標高は、櫛挽面か40-50m、寄居面か32-36m、妻沼低地か30-31mである。櫛挽面の西には、

岡部町山崎山などを含む松久丘陵を挟んで、立川面に比定される本庄台地か広かっている。寄居面の

南には、荒川を挟んで、下末古面に比定される江南台地か東西に延びている。櫛挽面の北東端近く

には、第三紀層から成る残丘、標高98.0mの仙元山かあり、熊谷市内の寄居面東端にも同様の残丘、

標高77.4mの観音山かある。なお、台地北端部の、櫛挽面と寄居面の環境付近に、活断層（深谷断

層）か確認されてしヽる。

妻沼低地は利根川流域に広かる肥沃な低地である。南は熊谷市付近を境として、秩父山塊に連な

る合地や丘陵と大宮台地に挟まれた院川低地に続き、東は加須低地に連なる。友沼低地の南端、南

に櫛挽面、東に寄居面を控える一画に深谷市の中心部かあり、固辺では住宅か急増している。妻沼

低地内は、現在はかなり平坦であるが、利根川の氾濫や流路の変遷等により、自然堤防か発達して

いたものと思われる。血洗島、矢島、大塚島、内ケ島などのように、島地名か多いこともこのこと

を裏付けている。現在、寄居面北端部との接線付吐から西北へ、島地名の土地を包括して遺跡か連

続していることが確認されている。このことは、自然堤防の状況をよく表わしているものといえよ

う。なお、この自然堤防を縦断するように、国道17号バイパスの建設か予定されており、現在、埼

玉県埋蔵文化財調在事業団により、予定地の発掘調介か実施されている。多大な考古学的成果を挙

げつつあるとともに、自然堤防の状況を詳細に知るための基礎資料になるものと思われ、成果の公

表か大いに期待されるところである。

さて、 10世紀頃になると、いわゆる武十団か歴史の舞台に登場してくる。武蔵国では、同族的武

士団といわれる武蔵七党が著名であるか、大里・児玉地域には、猪俣党、児玉党、丹党、横山党の

諸氏などか密集していたとされる。現在の深谷市域だけをみても、人見氏、内ケ島氏、横瀬氏、荏

原氏、述沼氏らの猪俣党の諸氏や、渡来系秦氏の—f孫といわれる新開氏などの館跡伝承地かある。

~2~ 



1. 新開荒次郎館跡 2. ト敷免北遺跡 3. 上敷免遣跡 4. JITL沼城跡 5. 堀の内

6. 仏幡羅太郎館跡 7. 本の本古瑣群 8. 東方城跡 9. 庁鼻和城跡 10. 深谷城跡

11. 深谷町逍跡 12. 大沼弾正忠屋敷跡 13. 桜田馬場 14. r川田城跡 15. 桜ケ丘組石遺跡
16. 秋元氏館跡 17. 割山遣跡 18. 割山西遺跡 19. 鼠裏遺跡 20. 萱場松原逍跡

21. 人見館跡 22. 内ケ島氏館跡

第 1図逍跡位罪図 (1/40,000) 
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大半の館跡伝承地は妻沼低地側にあり、肥沃な低地の隈かな生産力を基盤としていたことが知られ

る。人見氏の館跡伝承地のみ、櫛挽台地櫛挽面の押切川に開析された谷筋に立地し、今も土塁や空

堀の一部が残されている（註 1)。なお、これら諸氏の活躍の様子は、「吾妻鏡」、 「太平記」など

に散見される。これらの諸氏が、鎌倉靡府の滅亡、南北朝の動乱の時代に、北条氏、足利氏、新開

氏などの狭間で、大いに動揺したことは想像に難くない。

14世紀後半、南北朝時代の後期に、深谷上杉氏の祖、上杉憲炎か庁鼻和城を構築したとされてい

る。憲英は、関東管領LI」内上杉憲顕の子である。現在、庁鼻和城跡の中心にある国済寺は、憲英に

より康応 2年 (1390)に創建されたと伝えられ、憲英が庁鼻和城を築いたのはそれ以前と推定され

る。憲英か庁鼻和城を築いた理由は定かではないか、上杉憲顕が貞治元年 (1362)に上野国・越後

国守護に復職していることから、上野国を本拠地として足利氏に抵抗していた、南長方の新田氏の

活動を抑えること、越後国への通路を確保することなどか主な目的と考えられよう。憲英は応英11

年 (1401)に没し、巖は国済寺にある。

その後庁鼻和城は、憲英の子憲光、さらにその子惑長と受け継がれた。応永23年 (1416)10月に

始まる上杉禅秀の乱は、関東一瞥と周辺地域を巻ぎ込んだ大乱であり・、当地域周辺にも大ぎな動揺

をもたらした。この乱の背娯として、惣領制の解体や在地領主制の形成などによる東国杜．会の動揺

か把えられているか、庁閃和上杉氏の場合も例外ではない。憲光、憲長は山内上杉憲）I,~ のもので押

秀方と戦っているが、憲光の弟の憲田は神秀方についている。

憲長の弟の憲信は、 I『鼻和ti順とも呼ばれ、永享の乱、結城合戦などに参加し、後には古河公方

足利成氏との戦闘に奔走した。私立城主とする晶もある。憲佑の子、切慮は、足利成氏に対抗する

ために、康正 2年 (1456)、庁昴和城の四北西約1.5kmに、より堅固な深谷城を築いたとされている。

以後、深谷上杉氏の活動の中心は、深谷城になる。なお惑長の子、憲式は、人見氏の館跡を改修し

て居仕し、人見犀形を称したといわれる。

こうしだ慌しい状況の中で、 h鼻和城は、その城としての機能を失なったらしいが、理由や経過

等は不明である。

庁鼻和城は、現在の国済寺本党を中心とする一辺約180mの正方形を呈する内郭と、東西約700m、

南北約500mの五角形に近い形状を旱する外郭から成っていたとされ、総面柏は28haに及ぶ。内郭

の北辺を形成する＿ー上塁と空堀の一部は今も残され f いる。外祁も上塁と空堀に凹まれていたとされ

るか、残介する肌構は全くない。物見粕跡、北価if閏外郭上塁、北東隅起，,,いなどの伝水地か残されて

いるのみてある。一幣の小'(名には、東曲輪、 rhJilh輪、四1tb輪、出IIなどかある。外郭東辺の中央

か大手門であったともいわれる。この東辺を南北に通る道は、鎌倉化道に通じるとされ、新田義貞

か鎌介攻めの際に通行したとも伝えられる。外郭北辺は旧中山道が東西に通っている。なお、庁鼻

和城跡は、県選定重要逍跡、巾指定史跡になっている。

;U 1 JJ凶に残る迅桃は、 151廿紀'j',は/:j-杉磁孤しか改修した後のものてある可能ヤ1か高''o

く参ぢ文r帆〉
Ii架谷rl,史」 ll{lfU44年12月 深谷巾役所

「深谷」ー：杉氏の歴史」 II召{1161年 4月 深谷I_杉如彰会

―-4一



第 2図 調森区周辺地形図 (1/10,000) 
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III 発掘調査の概要

昭和61年 1月21日、パワーショベルにより、調壺予定地の表土を削除することから、発掘調査を

開始した。 23日に仮設事務所を設置し、 24日に器材を搬入した。

1月27日、確認面の精査を行い、約30晶の土拡などの遺構を検出、第 1号～第 8号土坑を堀り始

めた。 28日、調査区の東端部には泥炭質の黒色土か薄く堆積しており、 トレンチを設定して堀り下

げたところ、土坑を検出した。

1月30日、座椋北に揃えた 4m間隔のグリ‘ノド杭を設定した。グリッドは、北から南ヘアルファ

ベットを、西から東ヘアラビア数字を付して呼称した。レベル測鼠の際の眼高は39.7mに統一する

ことにした。

2月3日、第30号土坑より常滑大瓶片か出土した。 5日、第31号までの土坑の調査をはぱ終了し

た。調査区東端部の黒色土部分に l、レンチを 4条加えたところ、第32号～第35号の 4基の土力人を検

出した。 6日より柱穴の検出に力をi主ぎ、調査区の西側に、村間約1.8mの南北灯向の杜穴列を検

出した。 8日、調査区の全体測畠を行い、全景写真を撮影して現地発掘調1tをはば終了し、 12日、

器材を撤収した。

検出された遺柚は□t苅、と柱穴である。土坑は第35号（第10号は欠番）まてナンハーを付したが、

切り介い関係を含むものかあるため、実際の数は50)よ弱秤度と考えられる。長さ Zm前後で東西又

は南北方向の長方形のものか多いことか注日される。柱穴は単独のものたけでも30枯近く確認でぎ

たか、径30-40cmはどの小さなものか多く、そのはとんど調介区の西側に集中していた。村穴IM1に

明確な閃連i生を見出せるものははとんどないか、前述のように、 1 - 2グリットに約1.8mの間附

で伯線的に並ふものか 7仙確認でぎ、柵又は板塀のようなものの跡と名えられよう。

出士造物はごくわすかてあり、そのはとんどか微小破片てあるか、占磁、’常滑、灰釉陶謡、土師

質一ー上器、瓦質十＿器、古銭（至大通宝）、鉄角釘、硯などかあり、 14但紀後半-15ー川紀前半の城跡と

いう迅跡の内容と矛盾しないものとなっている。

なお、現地発枷i調査にあたり、寒さ厳しい時候なから、 l且済が住職の細見修学氏をはじめ、拍家

役員の皆さんの柏極的かつ熱心な御協力があった。この御協力により、調骰はスムーズに進展し、

予定より早〈終了することかで差た。厚く感謝の怠を表したい。

―-7-
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W 遺構と出土遣物

1 . 遣構

0第1号土坑（第 5図）

A 1・2グリッドに位附する。平面プランはl.6Xl.3mほどの不整な長円形を呈し、深さは約

20cmである。底面は平坦で、北隅にピット状の部分がある。

0第2号土坑（第 5図）

8-1グリッドに位罹し、第 3号土坑に切られており。幅1.4mはどで、長方形状または長円形

状を呈したものと思われる。深さは約35cmで、底面は平坦である。土師質皿と砥石か出土した。

0第3号土拡（第 5図）

8-1・2グリッドに位囮し、第 2号七坑と第 6号土肱を切っている。平面プランは2.3Xl.5m

はどの長方形状を呈するが、北辺は半円状に膨んでいる。深さは約40cmで、底面は緩い起伏かある。

半円状に膨んだ部分の底面はJUL状を呈する。土師質Ill[の破片、常滑甕の破片、角釘が出士した。

O弟4号十拡（第 5図）

B・C 1・2グリソドに位開し、第 5号土批、第 6号土坑に切られている。平面プランは、幅

1.35mはどの長方形を呈し、深さは約20cmである。底而は平廿lで、北辺の近辺にピット状の部分か

3ケ所ある。瓦質鉢の破片か出士した。

0第5号土坑（第 5図）

B・C-1グリットに位附し、第 4号土拡を切っている。平面プランは1.95 X l. 7 mはどの正方

形に近い形を呈する。深さは約50cmで、底面はい且である。灰釉陶器皿の破片、土鍋の破片が出土

した。

0第6号土拡（第 5図）

A・B 2グリソドに位附する。第 3号―=L拡に切られ、第 4号七坑を切っているが、第 6号土坑

目体士坊、 2晶以上の切り合いと名えられる。北側の士坑は、長さ約3.2m、輯l.15-l.6mはどの不

整な L字形を呈する土坑で、附側の土坑に切られている。深さは約20cmで底面は平川であるか、第

3号土拡との接辺付近に台状の部分がある。南側の土批は、 l.0-0.9mはどの不整な正力形に近い

形を呈する士坑で、北辺と南辺の一部分か膨んでいる。深さは約30cmで、底面は平担である。

0 第 7 号」一一切、 （ 第 6 図） 

A・B-2-:-lグリッドに位附する。平面プランは2.0Xl.6mはどの不整形を呈する。深さは10

-15cmで、底面はかなり凹凸かある。

0第8号こ卜拡 （第 6図）

B--3グリットに位凶する。乎面プランは1.6Xl.2mはどの長方形を旱する。深さは約10cmで、

底面は平田である。

0第9号土』｝、（第 6図）

-9-



A~-) ¥"-
~,/ 

P1 

"
1
9
)
 

ー

、

↓

A 
I 38. 45 p:_ 

~ 
1 . II訂褐色土

（ローム粒子を多く含む）

2. 黒褐色土

（ローム粒子、炭化物を含む）

3. 明褐色上

（ローム粒了を多く含む）

4-

／口5,
/—• .... /-・ ロP3 /~J 
¥_,  P2 

二
\LC__,.~ 

Q
-

こ／
38年 A
笏―-一ーニロニエ一 —. ------—-―--—ァー-—----
--C ___ >_Cr -.-—へ〔ー- -'一乙;I--'-口:-_-c_,―-三三彎`

化物を含む）

G. lii",l灼色I.(3より IIJIるし‘・，ローム位（、焼I粒 f、炭化
物を含む）

" (ローム f,'r_'f- を少術、焼—I. 、炭化物を含む）

貨褐色:I.(ロームブロック）

_K 

笏
l, 黒褐色cl・.(ローム粒r、炭化物を含む）
2. 机褐色cl'(ローム粒(を多く、炭化物、焼IぷI(を含む）

3, 陪褐色J・.(ローム料f、炭化物、 h'tI J,)ー／＇を含む）
•l. 児褐色1- (I より II名し、"ロ-、ム粒—f、炭化胸、 l兌 I知(

を含む）

5. 黒褐色 I・,4より Iリlるしヽ。ローム粒(を多く、焼 l亀炭

38.45 B 

7

8

 

）
 
む含

）

を

）

．`
ニロ
物
、
今
＂
物

ャ
2

,

．

ヤ

し

f
 

)
V
 

f
 
炭

粒

多

炭

、

ム

を

、

＂l

-

ク
’
ー

粒

ロ

ッ

粒

ー

ロ

ー

.‘、
l

‘

焼

。

＜

ブ

焼

、
い
多
．
、

（

る

を

子

（

拉

明

（

粒

枠

ム

リ

杜

ム

ム

一
よ

1
-

―

ロ

1
焼

ロ

ロ

(
（
（
（
,
'
‘
 

···—_. 

_
L
I
I
I
 

一
―
―
ー
・
—
_

色

色

色

色

褐
II

褐

掲

褐

賠

思

明

糾

．
．
．
．
．
 

1

2

3

4

5

 

38.35 
~_:_ 

. -------一ー -------11 
・--- 一.ー一••

三1. Iii¥褐色士（ローム粒 f・ブロソクを多く、焼上、炭化物を含む）
2. 黒褐色 I(ローム粒f、焼上、炭化物を含む）
3. II/¥掲色L(ローム粒―f、灼Llc、炭化物を含む）

゜
2m 

第5図 第l-6号土坑実測図 (1/60 

- 10 --



A
 

A 
P7 
fi_ 

麟~瓢疇
l . 焦褐色土（ローム粒子、炭化物を含む）

2. 訊褐色土（ロームブロ／ク）

38.45 

A 

＂
ー
）A
 

P8 

A
 

_/( 

讐~入／犀~ー贔冒
1 . 賠褐色十＾（ローム粒了、炭化物を含む）

38.45 

'E~::J-· 
_A_ _JP11 

”“ 
1 . 焦褐色土（ローム粒—f、焼十粒了、炭化

38.35 
物を含む）

38.25 

--"・, 

------ - ------- ... 一

------ー T--·-- ―•一—••―――

' 

P12 

Jt 38.45 

1 . 黒褐色,J_(ローム粒f、炭化物を含む）
2 . ,, (1より明るい。ローム和子、砂を少帆、炭

化物を含む）

3. 黄褐色士（ソフトローム）

4. II介褐色上（ローム粒［、炭化拗を含む）

5. ,, (4 より明るし‘。ローム粒—f ・ブロ J クを多
く含む）

~ 

゜
2m 

第 6図 第7-12号土机実測図 (l/60 

- 11 



A-3・4グリッドに位霞し、少なくとも土坑 3晶以上の切り合いである。主体となる土坑は、

平面プラン2.8Xl.2mはどの長方形を呈し、深さは約25cmである。底面は平坦であるが、南東隅は

中位に段を有して深くなっており、その深さは底面より約20cmである。また、北西隅にも径0.6m、

底面よりの深さ約10cmはどの円形の窪みがある。西辺は、輻0.6m長さ 1.6mはど突出している。

北辺は、東より、幅1.2m・輻1.3mはどの長方形を呈すると思われる土坑と切り合っている。そ

れぞれの土拡とも、深さは約15cmである。

なお、主体となる土炉から、須恵質土悩の破片か出土した。

0第11号士拡（第 6図）

A・B-3グリットに位協する。平面プランはl.8X0.8mはどの長方形を呈し、深さは約20cmで

ある。底面は若干凹凸がある。底面より土師質皿か出土し、覆土中より大きめの礫か2個出土した。

0第12号土坑（第 6図）

B・C-3グリッドに位罹し、土坑 3Jよ以上の切り合いと考えられる。

北側の土拡は、平面プラン2.2Xl.5mはどの長方形を呈し、中央の土拡を切っている。深さは約

25cmで、底面には緩い起状がある。南西隅に突出部分があり、北東隅には径0.7m、深さ約30cmの

ピソトかある。天目菟碗の破片か出上した。

中央の上坑は、輻1.3m はどの長方形を呈するものと息われ、北側• 南側の上坑に切られている。

深さは約25cmで、底面には緩い起伏がある。東辺• 西辺とも壁はやや緩く立ち上かり、それぞれ台

；伏となった部分かある。

南側の土坑は、平面プラン2.2Xl.4mはどの長方形を呈し、中央の土批を切っている。深さは約

35cmで、底面は [III状になっており、南辺の東側は段状になっている。青磁llllの破片が出土した。

0第13号士坊、（弟 7図）

c--2グリットに位協し、第14号」』J人に切られている。平面プランはl.8Xl.4mの長方形を呈し

深さは35-40cmで、底面は約十の傾斜かある。北辺は、 ill柏0.5mはどの拙鉢状の形態を呈する長円

形の上坊、と切り合っている。灰釉rm、此質鉢、土師質内耳十'."ciii、土帥質皿の、それぞれ戚片か出土

した。

0第14号土坊、（第 7図）

C・D--2グリソドに位置し、第13号ナ』l、を切ー）ている。平面プランは1.9Xl.4mはどの不幣な

長方形を見し、深さは20-25cmで、底面は平坦である。青磁茶碗の破片か出tした。

なお、西辺は複雑な形態の-t-.:±広に切られているか、この土h人には、径30-40⑳はどの柱穴か 3晶

以上絡んでおり、西端の杜穴の下層からは礫が数個出十．した。

0第15号土坊，（第 7図）

B・C- 3・4グリットに位附する。土坑 2晶の切り合いである。

北側の士拡は、平面プランl.5Xl.2mはどの不柁形を呈し、深きは25cmである。底面には凹凸か

ある。

南側の土坑は、平面プラン2.0Xl.lmはどの長方形状を早し、北側の土り公に切られている。深さ

は約25cmで、底面は平:IJI.である。

―-12 -
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0第16号土坑（第 7図）

B-4グリッドに位罹する。平面プランは、 2.8X0.9mはどの長円形状を星する。底面は、中央

から北側がなだらかに深〈なっており、深さは 5-25cmである。

0第17号土坑（第 7図）

B・C-4・5グリッドに位憧する。平面プランは長さ3.3mはどの長方形状を呈するか、東辺

に屈訓部を有し、幅は北側で約1.4m、南側で約1.1mである。底面は緩い傾斜をもって段状になっ

ており、深さは10-25cmである。

0第18号土坑（第 7図）

A-4グリッドに位憤する。北側は調査区外になるため、完掘はできなかった。平面プランは、

輻0.55mほどの長方形状を呈するものと思われ、深さは約15cmで、底面は平坦である。

019号土坑（第 8図）

C・D-3・4グリッドに位置する。土坊、 2基の切り合いと考えられる。

南側の上坑は、平面プラン4.4X0.9mはどの長方形状を呈し、北側の土坑を切っている。深さは

約10cmで、底面は平坦である。南端部に径30⑳はどの枯鉢状の窪みかあり、南西部は径30叩はどの

柱穴か絡んでいる。

北側の土坑は、南側の土坑に対し斜めに位罹関係にある。平面プランは2.7Xl.4mはどの不丸名な

長方形を呈するが、北端は少し広がっている。深さは、南半か 5-10cm、北半が10-ZOcmで、底面

は南半は平坦であるか、北半は揺鉢状になっている。

0第20号土坑（第 8図）

D-4・5グリッドに位協する。平面プランはl.8X0.8mの長灯形状を呈し、深さは10-l5cmで

ある。底面は若ー「の凹凸があるか、北東隅に径30⑳はどの揺鉢状の窪みがある。

0第21号土肱（第 8図）

D・5グリッドに位置する。平面プランは2.5X0.8mの長方形を呈する。深さは約30cmで、底面

は平坦である。

0 第 22号上力~: (第 8図）

D-4・5グリッドに位罹する。平面プランは2.2X0.75mほどの長）j形を呈し、深さは10-15cm

である。底面は平jllであるか、南四間に30X40cmはどの揺鉢状の窃みかある。

0第23士坑（第 8図）

D・E-3・4グリッドに位硲する。平面プランは2.5Xl.2mはどの長方形を呈する。深さ約35

cmで、底面は平釦である。

0第24号上坊、（第 8図）

E-3グリッドに位『直する。乎面プランは2.8Xl.3mほどの長方形を呈するか、北辺は浅い攪乱

を受けている。深さは約60cmで、底血は平川である。 E花は中竹に稜を有し、西辺のコーナ一部及び

南辺に台状の部分がある。北束隅で径50⑳はどの村穴が絡んでおり、南西コーナ一部で小ピットか

2)i~ 絡んでいる。径50⑳はどの村穴の深きは約40cmである。

0第25号土坑（第 9図）
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E-2グリッドに位置する。南半は調査区外のため完掘はできなった。輻1.1mはどで、深さは

約20cmである。底面は揺鉢状になっている。

0第26号土坑（第 9図）

B-2グリッドに位惰する。平面プランは0.9X0.7mはどの卵形を呈し、深さ約25cmの小土拡で

ある。底面は揺鉢状を呈する。

0第27号土坑（第 9図）

D・E-2グリットに位岡する。土拡 2基の切り合いである。

西側の土拡は、平面プラン1.7Xl.Omはどの長方形を星し、東側の土坑を切っている。深さは約

60cmで、底面は平坦である。硯の破片が出土した。

束側の土坑は、平面プランl.7Xl.4mはどの長方形を呈するものと思われる。深さは約30cmで、

底面は平坦である。

0第28号士拡（第 9図）

~-1·2 グリッドに位置する。平面プランは、 l.95Xl.3m はどの不整形を呈する。深さは 5-

15cmで、底面は緩い起状がある。径30⑳はどの柱穴が3晶あるか、この土坑との関係は不明である。

それぞれの柱穴の底面からの深さは、西から約20cm、約10cm、約20cmである。なお、この土域の北

東部分には焼上塊か検出されており、士師質[[[lが出土している。

0第29号土坑（第 9図）

B・C-4グリソドに位附する。平面プラン0.5X0.4m、深さ約30cmの小土琺てあるが、常滑大

瓶の破片が出土した。

0第30号土拡（第 9図）

C-4グリッドに位罹する。平面プランは0.9XO. 75 mはどの不別名な卵形を呈し、深さは約35cm

である。底面は平J:且である。

0第31号士坑（第 9図）

B --------5グリッドに位附する。平面プランはl.25X0.95mはどの不悴な長方形を呈し、深さは約30

cmである。底面は平」Flである。

0第32号上拡（第 9図）

B・C 5グリッドに位笛する。北側の形態は不明であるが、平面プランは幅l.l-l.6mはどの

不整形を呈する。深さは20-25cmで底面は平tflであるか、西側に段差があり、南西隅に径25cmはど

の窪みがある。

0第33号土拡（第 9図）

B・C-6グリットに位岡する。平面プランは2.8Xl.2mはどの長方形を呈する。深さは約45cm

で、底面は平坦である。土師質皿の破片か出上した。

0第34号土坑（第10図）

C・D-5グリッドに位附する。平面プランは2.25X0.75mはどの長方形を閉する。深さは約45

cmで、底面は平tHである。

0第35号土坑（第10図）

---17 -
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第10図 第34・35号土坑実測図 (1/60) 

B-6グリッドに位置する。東半は調査区外のため、完掘できなかった。幅1.1mはどの不賂形

を呈するものと思われ、深さは約25cmである。

0柱穴列（第11図）

調在区の杜穴か集中して検出された。径30-40⑳はどのものが多く、径20cm程度の小さなものが

ある。柱根等は観察しえなかった。これらは、南北または東西方向に関連しそうなものもあるか、

明確な関連性ははとんど見出せない。その中で、 1・2グリット内に、はぱ南北方向に、約1.8m

の訓柄で血線的に並ぶ柱穴が7基あることか観察され（第10図中の線で鈷んだもの）、柵または塀

などの可能性．か考えられよう。その方位は N 8°-・-15°--Wである。

なお、第10図に記した柱穴の深さは、比較のために標高39.7mの高さから測った数値にしてある。

また、第10図中のC1からは、古銭（全大通宝）か一枚出土した。
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2. 出土逍物

0第 2号土砿出土遺物（第12図1・2)

1. 土師質皿の底部破片である。推定底径7.5cm。底面は回転糸切り。底部内面に指紋の痕跡かあ

る。胎土砂を少し含み、焼成良好、淡棺褐色を早する。

2. 砥石の破片である。幅2.8cm。両端部及び背面を欠損しているか、図の上面かよく使用されて

いる。石質は凝灰岩である。

0第 3号土砿出土遺物（第12図3-5) 

3. 土師質lI!lの底部破片である。推定底径6.5cm。底面は回転糸切り。胎上砂を少し含み、焼成良、

外面淡橙褐色、内面淡灰褐色を呈する。

4. 常滑瓶の胴部破片である。外面素地は褐色を呈し、上位には緑褐色の釉かかかっている。内面

は、指の押圧の後ナデられている。胎土は砂• 小いを含み灰色を呈し、焼成は昭緻である。

5. 鉄製の角釘である。先端を欠担している。残存部分の長さ6.0cm、太さ0.4-0.Scm、重さ6.4g。

全体の腐食か激しい。頭部上面は斜めになっている。

0第 4号土砿出土遺物（第12図6)

6. 瓦質鉢のLI緑部破片である。推定Cl径26.5cm。かなり開いた器形を呈する。口唇部は外側へ突

出し、上面は受け状になっている。胎上砂を含み、焼成良奸、黒褐色を呈する。

0第5号土坑出ニト遺物（第12図7・S)

7. 灰釉陶器皿の口緑部破片である。推定[J径15.0cm。口唇部は少し外反している。内外面に緑灰

色の釉が施されており、闘入が認められる。胎土は微細で灰白色を呈し、焼成は昭緻である。

s. 瓦質土鍋の庇部破片であろう。外面はヘラ状工具で削った後、ナデられているようである。内

面はロクロ瞑明瞭、底面はよくナデられている。外面にわずかに炭化物付沼。胎土砂を多く含み、

焼成良奸、外面焦灰色、内面灰色を星する。なお、底径は25cm前後のようである。

0第 9号土砿出土遺物（第12図9)

9. 須忠質士器の [I緑部破片である。小鉢形を呈するものであろう。枡定「l径13cm弱。「l唇部上ifrf

は平111て、わすかに内側へせり出している。｛本部は丸い。内面はロクロ痕明瞭。外面は若十凹凸

かあり LI緑剖5に形押しによる八弁化文か並んでいる。胎土砂を少し含み、焼成良好、灰白色を呈

する。

0第11号土砿出土遺物（第12図10)

10. 土帥質[[llである。推定口径12.0cm、底径4.7cm、器翡3.1cm。内面に一部に煤が付着しており、

灯明J[ILとして使用されたものと息われる。体部は直線的に関き、「I唇部は細い。底面には杜日股

がみられる。胎土砂を少し含み、焼成良奸、淡灰褐色を呈する。

0第12号土砿出土遺物（第12図11・12)

11. いわゆる天目茶碗のLI緑部破片である。第12号土坑北側の土肱より出士した。推定口径12.5cm。

ロ緑部はわずかにくびれている。内外面に関色の鉄釉か施されており、『l入か認められる。胎土

は微糾で灰白色を呈し、焼成は附緻である。
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12. 青磁皿の口縁部破片である。第12号土拡南側の土坑より出土した。推定口径14.0cm。口唇部は

少し外反している。釉はわずかに緑色を帝びた淡灰色を呈する。胎土は微細で灰色を呈し、焼成

は堅緻である。

0第13号土砿出土遺物（第12図13-16)

13. 土師質の皿である。推定口径12.0cm、推定底径7.0cm、器高1.9-2. 3cm。休部は直線的に開く。

底部は薄く、底面は回転糸切り。外面に、ロクロ調整の後の、斜めの指ナデ痕かある。胎土砂を

少し含み、焼成良、淡褐色～黒褐色を呈する。

14. 土師質の内耳土器の破片である。口唇部は若干外反し、上面は平坦。内耳は欠損しており、そ

の下は内側から指の押圧が加えられている。胎土砂• 小石を含み、焼成良、橙褐色を呈する。

15. 灰釉皿の口縁部破片である。推定口径15.0cm。口唇部は少し〈びれている。内外面とも緑色を

幣びた灰釉か施され、細かい貫入か認められる。胎土は細かく灰色を呈し、焼成は良好で、須恵

質である。

16. 瓦質鉢の口緑部破片である。推定口径32.5cm。こね鉢状の形態を呈するものと思われる。口唇

部上面は平坦である。体部は外傾して直線的に開く。ロクロ調整。外面に炭化物付着。胎土砂を

少し含み、焼成良好、賠褐色を呈する。

o 14号土砿出土遣物（第12図17)

17. 訂磁碗の口緑部破片である。推定l―I径12.0cm。LI唇部はわすかに外反している。釉は淡緑灰色

を昂する。胎十ーは微細で灰白色を星し、焼成は昭緻である。

0第24号土砿出土遣物（写真図）:Ei>-1・2) 

ともに肖磁の破片である。 1は、胎土を横位に削って釉をかけることにより、命闊松様を表出して

いる。釉は賠緑灰色を出する。胎tは微細で淡灰白色を『し、焼緻である。 2は、胎十ーを削って虹

花文と思われる文梯か拙かれている。釉は淡緑色を呈する。胎上は微細で白色を旱し、焼成は平緻

である。

0第27号土砿出土遺物（第12図18)

18. 印の破片である。大半を欠州しているが、碩池がわずかに認められる。残存部分は、 1[1晶5.Sen八

厚さ 1.9cmである。石質は凝灰岩である。

0第28号土砿出土遺物（第12図19)

19. 上師質皿の底部販片である。推定底径6.5cm。底面は回転糸切り。胎土砂を少し含み、焼成良

淡褐色を呈する。

0第29号土坑出土遺物（第13図22)

22. 常滑大瓶の口緑部である。推定口径44cm。[I唇部はlご下に突出しており、肩部が張る器形を呈

するようである。外血頸部以下、内間口緑部などに緑灰色の灰釉が施されている。索地は濃茶色

の欽釉状を早する。内面下位の調杷は粗い。胎上は砂• 小石を含み、灰色を呈する。焼成は昭緻

である。

0第33号土砿出土遺物（第12図20・ 第13図23)

20. 土師質皿の口緑部破片である。推定LI径10.0cm。内外面に池婢か付着しており、灯明[Illとして

—·22· — 



使用されたものであろう。胎土砂を少し含み、焼成良、黒褐色を呈する。

23. 鉄釉陶器の頸部から肩部にかけての破片である。壺形を呈するものであろう。外面全面及ひ内面頸

部に黒色の欽釉が施されている。外面肩部には若干の凹凸かある。胎土微細、砂を少し含み、灰

色を呈する。焼成は昭緻である。

0柱穴出土古銭（第13図32)

32. 第10図C1から出土した至大通宝である。左側の一部を欠損している。口径2.3cm、重さ2.4g 

緑青か全体にふいており、保存状態は良くない。なお、至大宝は、元銭で初鋳1310年である。こ

の銭貨の出土例は比較的少ない。

0グリッド出土遺物（第12図21・ 第13図24-31)

第11図21、第12図24-26は、調杏区の 5グリッド以東の、薄く堆柏した黒色土部分より出土した

ものである。

21. 石臼の破片である。磨面の細い溝が認められる。石質は輝石安山岩である。

24. 土師質鉢の底部破片である。推定底径11.0cm、残存高4.4cm。体部は外傾して開く。底面はあ

まり調整されていない。胎土砂を少し含み、焼成良、外面黄褐色、内面灰褐色を呈する。

25. 磁器質の小鉢形を呈すると思われる口縁部破片である。口唇部は外側へせり出している。内外

面とも飴釉状の透明な緑灰色の釉か施されており、細かい貰入か認められる。胎土は微細で灰白

色を呈し、焼成は平緻である。

26. 瓦質土器の内彎する口緑破片である。外面に形押しによる渦巻状の菱形文が並んでいる。内外

面ともよく磨かれている。胎上は淡褐色を呈し、焼成は良好、器血は、黒色を呈する。

27. 土帥質JIiiである。推定口径9.0cm、推定底径5.0cm。器高1.9cm。灯明[If[として使用されたもの

であろう。体部は外反して開き、口唇部は細く鋭い。底面はやや磨滅しているか、回肱糸切り

の後の指ナデのようである。胎上砂を少し含み、焼成良好、黒褐色を呈する。

28. 十師質皿である。口径9.4cm。底径6.0cm。器高2.0cm。灯明IIILであろう。体部は内阿し、口杯

部は丸い。底面は回転糸切り、ロクロは左回転。胎土砂を含み、焼成は良好で且質に近く、黒灰

褐色を呈する。

29. 陶料鉢の破片である。外面は縦方向にナデ痕かみられ、ごく薄い灰釉により、柚縞校様か施さ

れている。胎土は微細て棺褐色を＿旱し、焼成昭緻、外面素地は褐色、内面は賠亦褐色を呈する。

30. 常滑瓶の胴部中位の破片であろう。外面上位の灰白色の目然釉か閑Ei降り状にかかっている。内

面にはヘラ状工具によると息われる横位の沈線状の形成痕が認められる。胎士は砂• 小石を含み、

灰色を皇する。焼成略緻、外面の素地は黒灰色、内面は灰色を呈する。

31. 鉄製の角釘である。 F半を欠損している。残宥部分の長さ3.1cm、太さ0.5-0.7cm、重さ3Ag。

全体に腐食が激しい。姐部は扉平になっている。

- 23 -
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V まとめ

この発掘調壺で検出された遺構のうち、最も目立つのは、平面プランか長方形を呈する土坑であ

る。その多くは東酉又は南北を向いており、長円形を呈するものを含めて規松・方位等をまとめる

と下表のようになる。

番号 長さ m 輻 m 深さcm 方 位

p 2 1. 4 35 N-80°-E 

p 3 2.3 1.5 40 N 75°E 

P4 1.35 20 N-78°-E 

p 5 l. 95 1. 7 50 N・・・・・・・l「 W

P8 1.6 1. 2 10 N-84°-E 

p 9 2.8 1. 2 25 N -87゚ E

p 11 1.8 0.8 20 N-84°-E 

P 12北 2.2 1. 5 30 N-~87'-E 

P 12南 2 2 1 4 35 N~7°-ツ w

P 13 1.8 1.4 35-40 N 8 ゜—-w

P 14 1. 9 1. 4 30-40 

P 15 2.0 l. 1 25 N--17° ~W 

Pl6 2.8 0.9 5 -25 N 4°w  

P 17 3.3 1.1-1.4 10-25 N-2°-W 

番号 長さ m 輻 m 深さcm 方 位

P 18 .. 0.55 15 N--14°-W 

P 19 4.4 0.9 10 N-34°-W 

P20 1 8 0.8 10-15 N 78°~E 

P21 2.5 0.8 30 N 

P22 2.2 0.75 10-15 N-78°-E 

P23 2.5 1. 2 35 N-80° —E 

P24 2 8 1. 3 60 N-75°-E 

P27西 1.7 1.0 GO N・-22゚ E 

P27東 I. 7 1.4 30 N 22°-E 

P 31 1.25 0.95 30 N~l2°W 

P33 2.8 1. 2 45 N 1r~w 

P34 2.25 0.75 45 N-・2°・-W 

ttグくダlj

※ーは不叫。 Nは廂標北を示す。

以上をグラフ化すると下図のようになる。規松にはややばらつきかあるか、 l¥(さ1.7-2.Sm、rJi[i¥

0.8-l.5mの範囲に大半か含まれることは注目しておいてよかろう。方位は、 Pl9・P27西 ・P27

東を除き、東西又は南北にかなりの統一性がみとめられる。

中世～近世の遺跡において、こうした南北又は東西を向<t~ カ形の士拡群が検出された例は多い。

土」）人の方位の統一'I生は、構梨時期の近接竹:・構築目的のJi,」一平t或るいは類似性を示すものと考えら

れている。城館跡もその例外ではないか、出土逍物が少ないこともあって、城館跡における長方形

m 

w 

’図3

双"μ "' 
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" 

， 
品 22 ，ヽ” 

゜
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判汀4[翌II』J;(/);71立と規校
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土坑の性格は定かではない。美里町白石城跡（註 1)では城の関連施設と者えられており、桶川市

加納城跡 (it2)では、仕事場であったという推定がなされている。

さて、この庁鼻和城跡発掘調査でも出土遣物はごく僅かであったか、中では常滑大瓶の破片、青

磁の破片なとか注目されよう。第29号土坑出土の常滑大瓶（第13図22)は、 14世紀前半の製作と推

定され、第12号・ 14号・ 24号の各土坑出土した青磁の破片は、いすれも微小なものであるか、中国

肖磁であり、元代の製作と推定される（浅野睛刷氏の御教示による）。庁鼻和城は、第II章で述べ

たように、 14世紀後半の構築と推定されている。上記の常滑・ 肯磁は、伝世等の可能性も含めて考

えれば、庁鼻和城の構築時期とは、大筋において矛盾はないものと名えられよう。

今回の発掘調在で検出された士坑・ 柱穴などの遺構は、上記の先例や研究などを参照し、その大

半が城の付属施設として、 14世紀後半以降に比較的集中して構築されたものと考えておきたい。柏

極的な根拠か希薄であることは否めないか、柵又は板塀等の跡とも推定される柱穴列の方位が土坑

の方位と類似し、別の柱穴の一つから元銭（至大通宝）が出土したことも賠示的である。

なお、田済寺住職、細見修学氏が、国済寺境内の当発掘調査地において近桐以降に、墓坑を含め

て土琺玲が堀削されたことは考えられない、と仰っていたことも記しておきたい。

最後に、今同の発掘調査には直接関係はないが、上杉憲信の没年について気づいたことを付記し

ておきたい。庁鼻和城の終焉過利の検討などに、多少なりとも影粋があると息われるからである。

上杉憲伍は、庁鼻和城を築いたとされる上杉憲英の孫にあたり、人道しで付順と号し、庁靡和tt

順、庁掛和六郎とも記される。諸系図によれば、宜職は右馬助或いは武蔵守とされ、私市（騎酉）

城主と記したものもあるが、騎西町にはこれを裏付ける査料は今のところないようである。永亨の

乱 (1438-39)、糸翡城合戦 (1440-41)、古河公方足利成氏との抗争などに活躍し、主に長尾景仲と

行動を共にしている。没年は不明だが、諸系図には正月2HI又は22日没と記されている。

武家事紀所収の康LE2年 (1456) 4月4日付け足利氏書状に、前年 (1455)12月3日・ 6日に騎

西城において庁昴和六郎・七且IIらと戦って勝利したことが記されており、憲佑はこの時に傷を受け

て翌年 (1456)正月21日又は22日に没したとう品か有力祝されている。ところで、同古状写の前半

に、前年の享徳4年 (1455, 7 月に康正に改元）正月 21 卜I·22 日の高幡• 分倍河原の合戦において、

上杉右馬助入道と同名三郎大夫を討取ったことが記されている。「鎌介大草—f」では、布馬助入道

をJこ杉禅秀の三男忍如としているか、「鎌倉九代後期」には憲即は宮内大1lifflと記されており、中務

大柚と叫される系図もあるらしい。すなわち、三郎大夫か憲顕の可能・I生かあり、右馬助入道は憲伍

を指す可能付かあるのである。内容的には異同のある諸系図か、憲信の没月日については一致して

高幡・ 分陪河原の合戦と同じ日付けの正月21日又は22日としている点も見逃せまい。「鎌倉大草f」

では、庁鼻和六郎・七郎は憲信と弟の憲明を指しているか、上記足利成氏書状における庁鼻和六郎・

七郎は、憲信の兄憲長のf、憲武と憲視を指す可能性も残されていよう。

いすれにせよ上記査料に内容的な混乱かあることが認められ、その｝息因を断定する力は平者には

ない。文献査料に全く疎い筆者の指摘は、甚だ心もとないか、検討の余地は残されていよう。

吐 1 中村倉司 「白石城」 昭和54年10月 埼上肌逍跡凋令会

"「 2 塩野 博 「加納城跡」（「柚川の館城跡」所収） 昭和60年 3月 柚川巾教行委貝会

-~26 -



写 真 図版



図版1
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1. 湖布区全娯（西よ り）
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図版2
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図版3

5. 第24号土拡

6. 第11号土坊泌物りは状態

7. 第29号土拡追物出土状態
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図版4
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9. 調~風保
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図版5

• 
10. 出士逍物(1)
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図版6
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11. /Jは泌物(2)
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12. LIは滋物(3)
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埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘調査報告魯 第15北
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発行深谷市教育委員会

印刷大屋印刷株式会社



正誤表

部 分 誤 正
＇ 

序 ・110 俊翁令山禅師 峻翁令山禅師

p 2・l 18 寄居面の哀境付近に 寄居面の境界付近に
p4・110 南長方の新田氏の 南朝方の新田氏の

"・l 19 私立城主とする 私市城主とする
pl0・P2-6B2層 1より明るい。 1より暗い。
p 22・l 21 焼緻である。 堅緻である。
p 23・l 6 D径2. 3 cm 径2.3 cm 

II• l 7 なお、至通宝は、 なお、至大通宝は、
p 26・l 22 足利氏書状に 足利成氏書状に

"・l 24 没したとう説が 没したという説が
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